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分野： 生命科学・医学系 

キーワード： 細胞核、左右非対称性、内臓筋、消化管、ショウジョウバエ 

【研究成果のポイント】 

◆ 細胞核が整列することが内臓の左右非対称な形づくりに必要なことを発見 

◆ これまで生きた組織の細胞で核の動きを測定できなかった 

◆ 再生器官の形の制御への応用に期待 
 

 概要 

大阪大学大学院理学研究科大学院生の申 

東善さん（博士後期課程）、稲木美紀子講師、

松野健治教授らの研究グループは、細胞の核※

１が整列して並ぶことが、内臓が左右非対称な

形になるために必要なことを世界で初めて明

らかにしました。 

細胞の中に存在する細胞内小器官※２のうち

で最大なのが核です。核には、遺伝子である

DNA（デオキシリボ核酸）※３が存在するため、

これまで、遺伝子の貯蔵が核の役割であると

考えられてきました。 

今回、本研究グループは、ショウジョウバエ

の消化管を覆う筋肉細胞の核が、前後方向に

整列し、密集して並ぶことが、消化管の形が正常に左右非対称になるために必要なことを明らかにしました

（図１）。ヒトの内臓器官と同様に、ショウジョウバエ消化管も、左右非対称な形をしています。筋肉細胞

の核が整列しなくなる突然変異※４では、内臓の左右非対称性がランダムになってしまいます。核は、細胞

の中で最も硬い構造であることから、核が整列することで支柱のような役割を果たしていると考えられま

す。例えて言えば、整列した核はテントのポールのように消化管の構造をささえながら、左右非対称な構造

の変化を助けていることになります。 

これらの研究によって、核の機能は遺伝子の貯蔵だけではなく、物理的な強度を利用して内臓の形態変化

を制御していることを解明しました。この結果は、再生器官の形態を制御する技術として応用できることが

期待されます。 

本研究成果は、英国科学誌「Development」に、4月 29日（木）20 時（日本時間）に公開されます。 

本研究成果について、4月 30日（金）15時から記者発表(オンライン)を行います。是非ともご取材くだ

さいますよう、よろしくお願いいたします。 

本研究成果は論文掲載先から、以下の通り報道解禁設定があり

ます。 

TV・ラジオ・WEB ・・・4 月 29 日（木）20 時（日本時間） 

新    聞   ・・・4 月 30 日（金）朝刊 （日本時間） 

 

 
図１ 

核は物理的な強度が高いため、整列すると支柱の様にはたらく。この

支柱は、消化管の構造を支え、左右非対称な形の変化を助ける。 

細胞核の「丈夫な構造物」という新機能の発見 
―内臓を左右非対称な“形”にする細胞で一番「堅い」特性― 

【記者発表：4月 30 日（金）15 時～オンライン】 

報道解禁 

あり 



                         

 

 
 

 

 研究の背景 

これまで、細胞の核の役割は、遺伝子である DNA を貯蔵することであると思われてきました。一方、核の

物理的強度は細胞内小器官の中で一番高いことから、「建築資材」として機能する可能性も予測されていま

した。 

 

 研究の成果 

本研究グループでは、生きたショウジョウバエの胚で核の移動を計測する映像解析方法を開発すること

により、消化管の筋肉細胞の核が、密集し、前後方向に整列することを明らかにしました。さらに、消化管

の左右非対称性がランダム化する突然変異を用いた研究によって、核の整列が、消化管を左右非対称にする

ために必要であることを示しました。これらの研究によって、核の機能は遺伝子の貯蔵だけではなく、物理

的な強度を利用して内臓の形態変化を制御していることを解明しました。 

 

 本研究成果が社会に与える影響（本研究成果の意義） 

本研究成果は、再生器官の形態を制御する技術として応用できることが期待されます。 

 

 特記事項 

本研究成果は、2021 年 4月 29日（木）20 時（日本時間）に英国科学誌「Development」（オンライン）

に掲載されます。 

タイトル：“Collective nuclear behavior shapes bilateral nuclear symmetry for subsequent 

left-right asymmetric morphogenesis in Drosophila” 

著者名： Dongsun Shin, Mitsutoshi Nakamura, Yoshitaka Morishita, Mototsugu Eiraku, Tomoko 

Yamakawa, Takeshi Sasamura, Masakazu Akiyama, Mikiko Inaki, and Kenji Matsuno 

なお、本研究は科研費（18H02450）の助成を受けたものであり、明治大学先端数理科学インスティテュー

ト秋山正和准教授の協力を得て行われました。 

 

 用語説明 

※1 核 

    真核生物の細胞を構成する細胞小器官のひとつ。細胞の遺伝情報の保存と伝達を行う。 

 

※2 細胞内小器官 

    細胞の内部で特に分化した形態や機能を持つ構造の総称である。細胞小器官が高度に発達し

ていることが、真核細胞を原核細胞から区別している特徴の一つである。 

 

※3 DNA（デオキシリボ核酸） 

    DNA（デオキシリボ核酸）は、核酸の一種。地球上の多くの生物において遺伝情報の継承と発

現を担う高分子生体物質である。 

 

※4 突然変異 

    生物がもつ遺伝物質の質的・量的変化。 

 



                         

 

 
 

 本件に関する問い合わせ先 

＜研究に関すること＞ 

大阪大学 大学院理学研究科 教授 松野健治（まつのけんじ） 

TEL：06-6850-5804    FAX: 06-6850-5805 

E-mail: kmatsuno@bio.sci.osaka-u.ac.jp 

 

＜広報・報道に関すること＞ 

大阪大学 理学研究科 庶務係 

TEL：06-6850-5280    FAX: 06-6850-5288 

E-mail: ri-syomu@office.osaka-u.ac.jp 

 

 参考 URL 

松野健治教授 研究者総覧 URL https://rd.iai.osaka-

u.ac.jp/ja/3c57903c1cd5ad19.html?k=%E6%9D%BE%E9%87%8E%E5%81%A5%E6%B2%BB 

 

 記者発表のお知らせ 

本件に関して、4月 30 日（金）15 時から記者発表(オンライン)を行います。是非とも取材方よろし

くお願い申し上げます。 

 

また、オンライン（Zoom で開催予定）での参加をご希望の方は WEB 会議招待メールをお送りしますの

で 4 月 29 日（木）までに別紙取材連絡票を、FAX またはメールにてご連絡ください。 
 

発表者：申 東善 （同席者：稲木美紀子、松野健治） 

スケジュール：15時 00 分～15 時 20 分 研究内容報告（スライドを用いてご説明します。） 

       15 時 20 分～15 時 40 分 質疑応答 

 

 

         

 

【松野健治教授のコメント】 

細胞の核の役割と言えば「遺伝情報の保存と伝達」ということになりますが、本研究では、器官を構成

している「丈夫な構造物」でもあることを明らかにしました。この構造物は、核が密集して整列すること

で形成されますが、核が整列する機構についてはまだわかっていません。今後は、この問題の解決に挑み

たいと思います。 
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